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【研究活動の要約】 

・丹後織物工業組合（京丹後市）が 1920 年代から現在まで刊行している『丹後縮緬』『丹後織物』を調

査。同誌の記事が単に縮緬業だけでなく、地域社会の構造を歴史的に解明するためにも重要なもので

あることが改めて確認された。この史料を骨格としてデジタルアーカイブを構築するために、1950 年

代までのものを、5 回にわたり撮影してデジタルデータとして保存した。 
・丹後織物工業組合に保存されている近世文書の解読と目録作成。これによって、これまで根拠が曖昧

だった近代以前の丹後縮緬の歴史が、具体的な史料によって跡づけられた。 
・京都府織物・機械金属振興センター（京丹後市）に保存されている縮緬の見本帳を調査。デザインの

変容や販路について分析を行った。 

【研究活動の成果】 

丹後縮緬の歴史アーカイブを構成するために、骨格として次のようなテーマを立てて、史料を配置す

ることができた。①丹後震災の被害、それをどう克服し新たに縮緬業を展開していくのか。②1930 年

代の好景気の要因と実態。③人絹が導入されることでもたらされた縮緬業の変化。④日中戦争以降の生

産額の変動、軍需優先となっていくなかで迎える苦境。⑤アジア・太平洋戦争期の軍需への対応。⑥戦

後の丹後縮緬業界の状況と復興の足取り。⑦不況からガチャマンと言われる急成長への転換の契機と実

態。⑧生活様式の変容と縮緬産業の苦難。 

 京都府織物・機械金属振興センターが保存する見本帳（縮緬の生地のサンプルを解説とともに編集し

たもの）を調査した。この資料は、視覚面からアーカイブへの関心を高め、時代に即したデザインの変

容を理解するものとして最適であり、アーカイブのもう一つの柱として位置づけることができる。 
 『丹後縮緬』『丹後織物』を用いて縮緬業の歴史を追うとともに、その時々の縮緬のデザインの流行

を視覚的に配置することで、「ちりめんアーカイブ」の全体像を描くことができた。 

 

【研究成果の還元】 

・丹後郷土資料館の企画展「ふるさとミュージアムコレクション」（2021 年 3 月 20 日～4 月 4 日）の

中で、本 ACTR で対象とした資料展示を実施。 
・提案者および関係者に対して報告会（3 月 16 日 14 時～15 時 30 分、丹後郷土資料館、10 名）。 
・報告書は『京都府立大学フィールド調査集報』（2021 年 3 月）に「『丹後縮緬』が刻む地域社会の歴

史」として掲載（府大図書館で閲覧可） 

【お問い合わせ先】 文学部 教授 小林 啓治 

          Tel: 075-703-5254   E-mail: orochi@kpu.ac.jp 



参考（イメージ図、活動写真等） 

 

①『丹後縮緬』『丹後織物』（丹後織物工業組合所蔵） 

 

②活動内容は『京都新聞』2020 年 9月 4日（丹後中丹版）にとりあげられた。 
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